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      2026年５月 11日 

株式会社ＡＣＳＬ 
 

ＡＣＳＬ、米国子会社の ACSL, Inc.がカナダ市場での本格展開を開始 
－Draganfly との連携により「SOTEN」の販売開始及び技術統合を推進－ 

 
 ACSL, Inc.はドローンソリューション及びシステムの開発を手がける Draganflyと連携し、カナダ

市場での本格展開を開始 
 今後カナダ市場で「SOTEN（蒼天）」を展開するだけでなく、Draganflyのドローン製品を SOTEN

用カメラペイロード等の ACSL 製品に対応させる技術統合を開始 
 中計における重点戦略「北米事業の本格拡大」の元、公共安全分野等での活用を狙いカナダ市場へ

本格進出 
 
株式会社ＡＣＳＬ（本社：東京都江戸川区、代表取締役 Co-CEO：早川研介・代表取締役 Co-CEO：寺

山昇志、以下、ＡＣＳＬ）の米国子会社である ACSL, Inc.は、カナダ市場において産業用ドローン事業の
本格展開を開始いたします。本取り組みの一環として、カナダに拠点を置きドローンソリューション及び
システム開発を手がける Draganfly Inc.（以下、Draganfly）との連携のもと、小型空撮機体「SOTEN（蒼
天）」の販売を 2026 年 6 月より開始するとともに、両社製品の相互運用を見据えた技術統合を推進して
まいります。 
 
■概要 
世界のドローン市場では経済安全保障や環境配慮に関する政策が加速しております。米国では

National Defense Authorization Act（NDAA）によって、ロシア製や中国製のドローンの政府調達が禁止
されており、また、中国製ドローンメーカーの DJI 社は、2022年 10月より米国国防総省の「中国軍事関
連企業」に指定されております。 
今後、カナダでも米国と同様の規制が導入されることが予想され、公共安全（Public Safety）分野等で

の活用が見込まれることを踏まえ、ACSL, Inc.は 2025年 12月にカナダに拠点を置く Jam Industries Ltd.
（以下、Jam）と販売代理店契約を締結し、同社より小型空撮機体「SOTEN（蒼天）」200機を受注いた
しました※。今回、この取り組みを発展させる形で、Jam を起点とした商流を通じ、Draganfly がカナダ
市場における販売及び顧客展開を担う体制を構築し、実際の販売を開始いたします。 

ACSL, Inc.はこの度、Draganfly との間で、カナダ市場における販売代理店契約を締結しました。
Draganflyはドローンソリューション及びシステムの開発を手がけ、中・大型機体を中心とした自社製品
ラインナップと販売実績を有しています。本契約により、同社の販売・サービスネットワークを通じて
「SOTEN」をカナダ市場に展開してまいります。 
さらに両社は、販売面にとどまらず、製品間の相互運用性を高めるための技術連携を開始いたします。

具体的には、Draganfly 製ドローンの一部を、SOTEN 用カメラペイロードおよびスマートコントローラ
ー「TAITEN」に対応させるための技術統合を進め、カナダ市場の顧客に対して、より柔軟で拡張性の高
いドローン運用ソリューションを提供してまいります。 
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■今後の展開 
ACSL, Inc.が Jam より受注した SOTENは、Draganflyを通じて 2026年 6月よりカナダ市場にて販売

が開始されます。両社は、公共安全分野を含むカナダの産業用途におけるさらなるドローン活用の促進及
び当社製品の販売拡大を目指してまいります。また、本取り組みは、ＡＣＳＬが掲げる中期経営方針
「ACSL Accelerate FY26」における重点戦略の一つである「北米事業の本格拡大」に直接寄与するもの
です。ＡＣＳＬグループは、経済安保を背景とした市場構造の変化を捉え、北米市場におけるシェア獲得
に向けた製品開発、販売・サービス網の構築に取り組んでまいります。 

 
 
ACSL Inc. CEO シンシア・ホァンのコメント 
ＡＣＳＬのプラットフォームは米国市場ですでに高い導入実績があり、この技術をカナダ市場に提供

できることを大変嬉しく思います。SOTENは、交換可能なカメラペイロードという柔軟なモジュール設
計を特長としており、一度運用体制に組み込むことで、さまざまなミッションで“定番”の選択肢となるド
ローンプラットフォームです。本提携は、顧客ニーズに応え、ドローンソリューションプロバイダー間の
相互運用性を高め、より強靭な業界を構築する取り組みの象徴です。 
 
Draganfly Inc. CEO キャメロン・チェルのコメント 
市場を精査した結果、ＡＣＳＬは当社の製品ラインと統合する上で、この分野における最適なパートナ

ーであると判断しました。本提携により、製造と技術の両面で最高水準を組み合わせた、真のワンストッ
プ・ソリューションを顧客に提供できます。 

 
 
■Draganfly Inc.について 
・名称：Draganfly Inc. 
・所在地：235 103rd Street East, Saskatoon, Canada 
・代表者：CEO / Chairman Cameron Chell 
・事業内容：ドローンソリューション及びソフトウェアの開発・販売 
・設立年：1998年 
 
■ACSL, Inc.について 
・名称：ACSL, Inc. 
・所在地：710 Lakeway Drive, Suite 200, Sunnyvale, CA 94085 
・代表者：CEO Cynthia Huang 
・事業内容：ＡＣＳＬの産業用ドローンの米国市場での販売等 
・株主：株式会社ＡＣＳＬ 100％ 
・WEB サイト：https://acsl-usa.com/ 
 
※ カナダ事業の開始及び Jam Industries Ltd.との販売代理店契約の締結並びに案件受注に関するお知らせ 
 

https://acsl-usa.com/
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/4517/
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/4517/
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【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 
ＡＣＳＬは、「技術を通じて、人々をもっと大切なことへ」をミッションに、国産の産業用ドローンを開
発・量産するメーカーです。独自の自律制御技術と高い信頼性を備えた機体を提供し、空撮・点検・物流・
防災など多様な領域で社会インフラの維持管理や安全・安心に貢献しています。 
 
【このニュースリリースへのメディアからのお問い合わせ】 
株式会社ＡＣＳＬ 広報担当（Tel：03-6456-0931 Email：pr@acsl.co.jp） 
 

以 上                

https://www.acsl.co.jp/
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